
平成３０年度　小城市立砥川学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○学校評価
学校評価システム、学校関
係者評価の導入による職員
の学校運営参画意識の高揚

・学校評価に関する研修を実
施する。
・学校運営反に関する振り返り
を学期末にとり、改善点につい
て職員からの意見を学校運営
に反映させていく。

・教職員アンケート結果から、「私は校
務分掌を通して本校の学校運営にか
かわることができている」と、「私たち
の取り組みによって、学校の教育活動
が改善された」と答えた職員が、「あて
はまる」「ややあてはまる」の合計で全
員となった。

・学校運営への参画意識は、今年度は
「あてはまる」の回答が昨年度に比べ３名
増加している。こうした意識をさらに高め
るために次年度も全職員が共有できる参
画型の組織にする。
・分掌を、組織的な提案や運営ができる
ようにさらに改善していくことで、次年度も
一層円滑に分掌事務が進むような環境を
整えていく。

学
校
運
営

○教職員の資質
向上

授業研究の推進

・校内研修を深め、児童が主体的
に取り組み・考える授業を日々実
践する。
・全員研究授業に取り組み、活用
力の向上につながる学習過程の
研究をすすめる。
・教職員の資質向上に向け、講師
を招聘する研修を充実させる。
・全職員、年間１回は教育セン
ター講座や先進校の研究発表会
に参加をする。

・「授業がよくわかる」と答えた児童が
９５%以上となり、目標を十分達成でき
た。
・県内外の研究実践校や教育センター
講座等に全職員参加するなど、研修
に積極的に取り組めた。
・研究発表に向け、上・下・特別支援
教育それぞれに講師を招聘し、国語
の全員授業を行った。
・「校内研は授業力向上につながった
か」のアンケートは、全職員が「あては
まる」「ややあてはまる」であった。

・県内外の先進校研究発表会や教育セン
ター講座等への参加を積極的に勧める。
・研究発表会等に参加し研修した内容
を、校内研の中で報告会の時間を取り、
全職員で共有化を図る。
・教師の授業力向上を図るために、全員
授業に取り組む。また、必要に応じ講師
招聘による研修会を行う。

教
育
活
動

●学力の向上 学習の基盤づくり

・ＵＤの視点にたった学習・生活環
境の改善に取り組む。
・朝のスイッチオンタイム、すくすく
タイム、やまびこタイムで国語・算
数の基礎基本の学習に取り組
む。
・学習の開始時に立腰の姿勢をと
り、集中力を高める。
・家庭学習習慣形成のために「家
庭学習の手引き」を作成、配布。
・学年に応じた家庭学習の課題の
出し方を工夫をする。
・ノーテレビ、ノーゲームデーの目
的や効果を知らせ、前日・当日に
児童や家庭に連絡する。

・個に応じた支援を全職員で取り組む
ことができた。
・隔週1回のやまびこタイムを設置し音
読に取り組んだ。
・全学年で授業の始めと終わりに立腰
に取り組み、休み時間との切り替えが
できた。５年以上はめあてや振り返り
の言葉を入れ、学習の目的意識を育
てることにつながっている。
・保護者の出席率が一番高いPTA総
会の折に家庭学習の手引きを配布し
説明した。また、毎月１週間家庭学習
振り返り週間を設け周知を図った。
・全学年共通理解して音読・漢字・計
算の３本柱を中心に出し、学年に応じ
て課題を出した。高学年は個人差が
大きく、自主学習に取り組ませている
が、習慣化までできていない。

・今後も可能な限り、個別支援に取り組
む。
・国語タイムや算数タイムは来年度も取り
組む。
・「家庭学習の振り返りチェックカード」の
取組についてPTA総会の折に詳しく保護
者に説明し、実践力を高める必要があ
る。
・宿題の出し方については共通理解する
ことができた。学力向上につなげていくた
めに、提出された宿題をどのように児童
に還していくか教師間での共通理解を
図っていく。

教
育
活
動

◎教育の質の向
上に向けたＩＣＴ利
活用教育の実施

学力向上につながるＩＣＴ利
活用の研究

・教育情報化推進リーダーや教
務、教頭による利活用推進チーム
をつくり、担任の意見を取り入れ
て、ＩＣＴ利活用に関する諸研修へ
の参加を促す。
・ICT利活用に関する校内研修を
行い情報交換の場を設けて、ICT
の利活用機会を増やす。

・ほとんどの職員が効果的に利活用し
ている。
・電子黒板が常時使える状態に整備さ
れており、日々の授業はもちろん、集
会や学校行事等でも積極的に使われ
ている。
・タブレットPCのログインの不具合や
バッテリーでの使用時間が短いため、
使用頻度が伸び悩んでいる。
・定期的なICT支援員の来校が、効果
的な利活用につながった。

・電子黒板、タブレットPCの活用の仕方
は、学級の実態によって異なるので先進
校の取り組みを参考にし、さらに効果的
な利活用の仕方を考えていく。
・研修で学んだ先進校の取り組みを紹介
し、研修に参加できなかった職員にも還
元する。
・プログラミング教育の推進という観点か
らも、準備しやすく片づけやすい環境を整
えていく

学
校
運
営

業務改善・教職員
の働き方改革の推
進

情報の共有化

・前年度の資料の活用、本年度分
の資料の確実な整理等行い、校
務が円滑に進むシステムを構築
する。
・共有フォルダの有効活用によ
り、情報の「見える化」に努める。

・教職員のアンケート結果から、全職
員が共有フォルダを有効活用できてい
る。
・前年度の資料を積極的に活用するこ
とで、業務の効率化につながってい
る。

・「校務分掌覚え書き」の修正を年度内に
確実に行い、積極的に活用していくこと
で、計画的に業務に取り組めるようにす
る。
・共有フォルダ内のデータの「見える化」
を工夫し、さらに活用しやすい環境づくり
を進める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●心の教育
人権教育と情報モラル教育
の充実

・全職員で分担して人権教室を開
催するとともに、全児童に振り返
りの時間を確保することで人権意
識を高める指導を行う。
・情報モラルに関する外部講師を
招聘し、個人情報や著作権など、
児童の正確な知識の向上を目指
すことで、モラルアップにつなげ
る。

・人権教室の授業が終わった後、人権
黒板を活用して授業を振り返らせるこ
とで人権意識を高めることができた。
・「ふれあい道徳」の公開授業を６月の
フリー参観デーでどの学年も実施する
ことによって、保護者も道徳の授業を
楽しみに参観しているという意見が増
えた。

・特別の教科道徳を効果的に活用するた
めに、全体計画の見直し、内容項目の一
覧を作成し、他教科と関連させながら実
施していく。
・道徳や学級活動で、情報モラルの授業
に取り組むことができた。今後は、地域へ
の情報モラルの啓蒙活動に繋げるため
外部からの講師の授業を授業参観など
に計画していく。

教
育
活
動

●いじめの問題へ
の対応

  早期発見、早期対応体制
の充実

・毎月のいじめを考える日を中心
にいじめ防止について意識高揚
を図る。
・毎月1回「心のアンケート」で、い
じめ・人権に関する調査を実施す
る。
・砥川小を「いじめ０」にするため
の７つの約束を実践する。
・いじめの認知・覚知に対する教
員の意識を上げるための対応マ
ニュアルを作成することで、早期
発見ができる体制を作る。

・毎月の人権教室や児童会の取り組
み，６年生の平和学習等，豊かな心を
育む取り組みが実施された。また，砥
川小サポーター、地域のゲストティー
チャーを活用した取り組み，各学年で
の様々な体験活動が実践され，児童
の充実感は高まってきている。
・コミュニケーション能力の向上を図る
取り組みを実践してきた成果で「友達
に思いやりの心で接している」と感じて
いる児童は、昨年度の半数から１０％
まで下がった。
・いじめ事案が発生した時には、全員
で事実確認を行い迅速に対応する。

・今後も，体験活動を充実させ，地域との
つながりを大切にして、様々な人との関
わりの中で、豊かな心を育んでいく取り組
みが大切である。
・「心のアンケート」や面談等で児童の実
態把握に努め，いじめを出さないととも
に、児童一人一人の心の安定を図ってい
くことが必要である。

学
校
運
営

○特別支援教育
の充実

特別支援を要する児童への
教育の充実

・月1回児童連絡協議会を開き情
報を共有する。
・児童の状況に応じてケース会議
を行い、市児童センター等に相談
し支援方法を学ぶ。
・個別の支援計画・指導計画をも
とに、個に応じた指導・支援を継
続する。
・年度当初に特別支援教育に関
する研修を実施する。
・保護者に特別支援教育に関す
る学校の取り組みや現状を話し、
理解を求める。

・生徒指導協議会やケース会等を通し
て情報共有を行い、校内の支援体制
を組み、全職員が協力して支援にあた
ることができた。
・保護者や専門機関と連携し支援が
必要な児童への対応を考え実践する
ことができた。
・職員研修や保護者向けに特別支援
教育講演会を実施し啓発や理解の向
上を図ることができた。

・定期的に生徒指導協議会を開き情報を
共有し、支援方法を考え実践する。
・児童の状況に応じてケース会を行い専
門機関に相談し支援方法を学ぶ。
・個別の教育支援計画をもとに、個に応じ
た指導・支援を継続する。

・漢字、音読、作文スキル、
計算技能を高め、基礎基本
の定着を図る。
・学習用具や宿題の忘れ物
をしない児童を９０％以上に
する。
・家庭学習の習慣化。家庭
学習時間　低：２０～３０分
中：４０～５０分　高：６０～７
０分ができる割合を９０％以
上にする。
・毎日机に向かう児童を９
５％以上にする。
・ノーテレビノーゲームデー
に取り組む家庭を７５％以上
にする。

・人権教室を毎月計画的に
行い、人権意識が高まったと
いう児童の割合を８０％以上
にする。

・道徳や総合的な学習を通し
て情報モラルについての知
識を増やす。

B

達成度

②人権教育を充実させ、特別支援教育に対する意識も高める。

具体的目標

・校務において、効果的な使
用法を追求する。
・全職員が、共有フォルダ等
の有効活用を図る。

達成度

A

B

・児童の心の実態をつかむ
調査「心のアンケート」や観
察に努める。
・人権教育の推進を図る。
・いじめ防止対策として、事
前の「報告・連絡・相談」を徹
底し、いじめの認知・覚知に
対する対応マニュアルを含
めて充実させ、対応の迅速
化を行う。

・課題を抱えた子どもに対す
る共通理解を深め、専門機
関との連携を通して、個に応
じた指導・支援の充実を図
る。
・特別支援教育に関する児
童への理解を求める場を設
定する。
・特別支援教育に関する保
護者への周知を図る場を設
定する。

・ＩＣＴ機器を利活用しやすい
ように校内環境や教室環境
を整備し、利用しやすい状況
にする。
・ＩＣＴを効果的に利活用した
と答える職員を９０％以上に
する。

B

A

A

①教育の資質向上をめざし、児童の着実な学力の定着を図る。

具体的目標

・学校運営に参画している意
識を持ったと答える職員を９
５％以上にする。
・自分たちの取り組みで学
校が改善されたと答える
職員を９５％以上にする。

・教育センター等の研修や研
究発表会に職員は必ず１回
以上参加する。
・校内研究が授業力の向上
につながったと答える職員を
９０％以上にする。
・「授業がよく分かる」「授業
が楽しい」と答える児童を９
０％にする。

３　目標・評価

A

A

      夢と誇りをもち、自ら学び、
              共によりよく生きる砥川っ子の育成

①家庭・地域との連携、及び全職員参画による学校運営の
実 現を図る。
②ＩＣＴ利活用を主として学習指導の充実と学力の向上を図
る。
③児童の心身の健全な成長を育む指導を推進する。

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

資料２



領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○地域・保護者と
の連携

地域との情報交換と地域素
材・人材の活用と公開授業
の充実

・教育講演会や研究発表に、PTA
にも参画してもらうことで、保護者
の当事者としての意識を高めても
らうとともに、地域への広報につ
いても協力を求める。
・授業参観において、参観者参加
型の内容を取り入れ、地域の力を
活用する。
・サポーターの要請窓口を校長に
一本化することで気軽に参加でき
るように組織化する。

・砥川小地域連携室の支援員さんを
核として、砥川小サポーターの方々が
検定や将棋、子ども達の学習に関わ
りを持つ機会が増えてきた。
・「きらり発表会」や学校行事の参観な
ど普段の行事について学校を訪ねて
こられる地域・保護者の人数も徐々に
増加している。
・教育講演会や研究発表会、行事等
へのPTAの協力も、少しずつ浸透して
きている。

・砥川小サポーターの活動の様子を、学
校便りや学級便り、ホームページ等を活
用し、地域・保護者の方々に知らせて、人
材登録の呼びかけを進めていく。
・砥川小サポーターの授業への活用は、
年間計画に位置づけた内容に修正を加
えながら、より効果的になるよう工夫す
る。
・参観日に地域・保護者の関心を引きつ
ける内容を工夫し参加を促す。

学
校
運
営

○情報発信 ホームページの充実

・全職員がアップできるようにす
る。
・「学校からのお便り」をホーム
ページを観ればわかるようにす
る。
・ホームページの先頭に新着情
報・緊急連絡を書く。
・学校便りを区長に配布する。

・特定の職員がホームページに情報を
アップしている。
・ホームページの更新をこまめに行
い、地域、保護者が見たくなるページ
の工夫を行った。
・地域から、学校便りの情報が役立っ
ているとの声が寄せられている。

・ホームページの更新をこまめに行い、学
校のホームページを見れば学校の様子
や学校からのお便りが確認できるように
する。
・ホームページの型を県のＳＥＩーＮＥＴ方
式に移行する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●健康・体つくり
「早寝・早起き・朝ご飯」の食
習慣（生活習慣）とたくましい
体づくりの推進

・学期に1回、健康な体作りアン
ケートを実施する。
・学校だより、給食だより、保健だ
よりで健康な体作りの大切さにつ
いて呼びかける。
・運動や遊びなどに使える用具を
整備・設置する。

・学校だより、給食だより、保健だより
などで、呼びかけをしたこともあり、朝
ご飯をほとんどの児童が朝ご飯を食
べている。
・たてわり班活動での遊びを生かし
て、いろいろな遊びを体験させたり、体
育的行事に向けての練習をしたりする
場を設けたことで、９０％前後の児童
が運動場で走ったり遊んだりすること
ができた。
・運動場に縄飛び用のジャンプ台を設
置し、外で遊ぶ児童が増えた。

・朝ご飯を食べていない児童の家庭に対
して、食べることの必要性具体的に伝え
ていくことが必要である。
・定期的に運動委員会企画のスポーツイ
ベントを増やすなど、今後も休み時間に
運動する機会を増やしていく。

・地域との連携を図り、参観
日の参加率　９０％をめざ
す。
・砥川小サポーターの活用を
年間計画に基づき、実践して
いく。　（砥川小地域連携室
との連携）

B

・「学校だより」や子ども達の
様子を中心にホームページ
の更新を週に１回以上行う。
・緊急連絡についても、ホー
ムページにアップする。

B

具体的目標

達成度

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標

・学力向上については、昨年度より「児童生徒の活用力向上研究指定事業」の指定校として国語をテーマとして校内研究に取り組み、「言語活動」や「交流活動」充実を図ってきた。単元の終
りに活用力を生かす言語活動を設定し、授業の中では読みを深める手立てとして、話し手、聞き手、支え手の役割を児童が意識して話し合う交流活動に取り組んだ。また、牛津中学校校区
内で、学習の規律等も共通理解を図るなど、一体感を持って研究を進めてきた。その結果、学習状況調査では一定の成果が見られ、教師や児童共、学力向上への手応えを感じることがで
きた。今後も砥川スタイルや朝の時間の活用及び個に応じた支援などの取り組みを継続しながら、活用力や交流活動など、国語科から他教科への波及を図っていきたい。
・家庭学習については、４月のPTA総会の折りに保護者に家庭学習の手引きを配布して説明したり、懇談会や通信等を通じて家庭学習の大切さを呼びかけたりしてきた。また、生活チェック
カードを活用した生活チェック週間を毎月設定し、家庭学習習慣の確立をめざして家庭の協力を得ながら進めているが、まだまだ十分とはいえず、来年度も協力を呼びかけていきたい。
・ICT利活用については、電子黒板の積極的な利活用がなされており、ICT支援員と連携したタブレットPCの活用も進みつつあるが、さらに効果的な利活用を図っていきたい。また、来年度
からプログラミング教育にも取り組むことになっており、校内研修を行いながら推進に力を入れていきたい。
・児童の豊かな心を育むために、人権教室やふれあい道徳を通して思いやりや人とのかかわりを大切にする心情を育て、縦割り活動、児童会活動、地域ゲストティーチャー・砥川小サポー
ターの協力を得て様々な体験活動を行っている。また、職員の資質を高めるための講師招聘による職員研修や毎月開催する生徒指導協議会、教育相談において、子どもたちへの関わりに
ついて共通理解を図り、全職員で全児童に声掛けや指導を行っている。児童の様子やアンケートから「あいさつ」や「言葉遣い」「さんで呼ぶ」について、成果を感じることができる。来年度も
安心・安全な学校を目指して取組を継続させていきたい。
・健康・体つくりの面では、今年度も「早寝・早起き・朝ご飯」と「たくましい体づくりの推進」に力を入れた。朝食取得に関しては、９５％以上の成果を得ているが、今後も情報発信を丁寧に行い
家庭と連携協力して取り組んでいきたい。また、体力づくりでも９０％の子どもが外で元気に遊んでいる。今後も行事等を活用しながら外に出て体を動かす機会を作っていきたい。

・毎日朝ご飯を食べていると
いう児童を９０％以上にし、
朝ご飯の内容については、
（栄養・食事環境）等バランス
のとれた食育指導を図る。
・ 休み時間に元気に外で遊
ぶ児童を８５％以上をめざ
す。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

A

達成度

③情報発信、地域との連携に努め、開かれた学校づくりを推進する。


